
期 間：平成30年9⽉8⽇（⽇）10:00〜17:30
会 場：信濃川⼤河津資料館ほか
内 容：⼤河津分⽔への感謝祭。みずべトークライブをはじめ、親⼦で楽しめるワークショップが開催されました。
主催者：Love River Net・つばめ若者会議 れっつばめ 参加者数：およそ220⼈

大河津分水イベントレポート2018

大河津分水サンクスフェスタ

１．イベント概要

リピーター続出の「みずべトークライブ」。遠藤⿇理さんとさとちん
さんの軽快なトークで、超満員の会場は盛り上がりました。

今年で4回⽬を迎えた『⼤河津分⽔サンクスフェスタ』。
恒例となった「みずべトークライブ」のほか、⽵⽔鉄砲・
凧づくり・アクアボール・⽔辺の⽣き物探検隊・キャンド
ルづくり・アクセサリーのクラフト体験などの⽔に親しむ
数々のイベントが催され、親⼦連れで賑わいました。前⽇
からの⾬のため、残念ながら中⽌となったアトラクション
もありましたが、⾬にも負けず、元気な⼦どもたちの声が
絶えない⼀⽇となりました。

２．イベント状況

完成した⽵⽔鉄砲を持って外で⽔鉄砲合戦。うまく作れば10ｍ⾶
ぶことも？記録が楽しみです。

固い⽵をノコギリで切るのは⼤変です。お⽗さんの励ましを受けながら、
上⼿に⽵⽔鉄砲を作ることができました。

⾬の後で⽔は濁っていましたが、⽣き物を⾒つけるには良
好な条件で、ザリガニやエビ、ウグイ、フナなどたくさん
の⽣き物たちを観察することができました。

ひとつひとつ表情が違うシーグラ
スを⾒ていて直感でネックレスを作
ることにしました。⽯に合わせて紐
の素材や⾊、飾りとなるチャームを
厳選しました。ワイヤーを掛ける⼯
程は難しいですが、ショップの⽅が
⼿伝ってくださり、楽しく作ること
ができました。さまざまなクラフト
フェアに⾜を運んでいますが、シー
グラスを使った作品は初めて⾒まし
た。早速、⾝につけて作品を味わい
ます。

参加者の声

参加者は凧にカラフルな絵を画き、⼀点物の凧作りに挑戦しました。仕
上がった凧を⼿に、外に向かいます。

⾵を受けて浮き上がるインベーダー凧。時折降りだす⼩⾬にも動じず、
⼤きく空を⾶びました。

さまざまな形に成形した蝋のチップを瓶に配置します。チップの置き⽅
に感性が光る作品ができました。

シーグラスにパーツを組合せて、アクセサリーを作りました。サンクス
フェスタ思い出の⼀品に仕上げました。

⼤きなバルーンに⼊り、プールの上に浮かびました。バルーンの中は温
かく、浮遊感が⾮⽇常を体験させてくれます。

資料館講座で⼤⼈気だった「あんどん」や、和傘のオブジェ、⼤河津分
⽔を描いた絵葉書などが登場しました。

近所に⽥んぼがありますが、
最近では⽤⽔路の整備が進み、
なかなか⿂採りをして遊ぶこと
ができなくなりました。⿂採り
が⼤好きな息⼦がはしゃぐ姿を
みることができてよかったです。

ご⾃宅に持ち帰る⿂と⼀緒に
撮影させていただきました。体
験時間ギリギリまで、たくさん
の⿂やザリガニを捕まえていま
した。

⻑岡市にお住まいの親⼦
参加イベント：⽣き物探検

三条市にお住まいのお友達同⼠
参加イベント：クラフト体験


